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SUS316L現行鋼への 25Cr-35Ni系 EHP○R  (extra high purity)開発鋼クラッド材（以降、EHP鋼クラッ

ド材）のγ線照射場での熱時効試験を行い、EHP 鋼クラッド材の接合部の健全性を評価し、Ni インサー

ト材の有無によるクラッド材の接合部における経年材質変化の違いを確認した。EHP鋼とは、神戸製鋼所

が開発した高耐食性超高純度ステンレス鋼(Extra high purity stainless steel)である。 
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1. 緒言 

ステンレス鋼は優れた材料強度および靱性を持ち、耐食性にも優れていることから、原子炉材料として

種々の用途に使用されている。しかしながら、高温で長時間使用すると、熱時効により材料劣化が進行し、

靱性が低下することが知られている。そこで本研究では、耐食性に優れた EHP鋼クラッド材を作製し、γ

線照射場での熱時効試験を行い、接合強度の向上を目的とした Niインサート材の有無による EHP鋼クラ

ッド材の接合部における経年材質変化の違いを評価した。本研究は、(株)神戸製鋼所が文部科学省から受託

した原子力システム研究開発事業「原子力プラント安全性の向上に対応できる高耐食性 EHPステンレス鋼

の適用技術に関する研究開発」による成果の一部である。 

2. 実験 

 Ni インサート材の有無による EHP 鋼クラッド材の接合部の剥離抵抗性や耐衝撃性を評価するために、

EHP 鋼クラッド材の V ノッチ試験片を作製し、SUS316L 現行鋼の時効脆化の温度領域である 750℃で

1500時間のγ線照射場熱時効試験を行った。高温熱時効したクラッド材に対してシャルピー衝撃試験を実

施し、EHP クラッド材の EHP 鋼厚さをパラメータとして衝撃値を測定した。また、クラッド材の衝撃試

験のモデル化を行い、シャルピー衝撃試験を模擬した衝撃解析を実施した。 

3. 結果・考察 

 750℃で 1500 時間のγ線照射場熱時効した EHP 鋼ク

ラッド材に対するシャルピー衝撃試験結果を Fig.1 に示

す。Niインサート材の有無にかかわらず、クラッド材の

EHP 鋼肉厚を厚くすることで衝撃値が増大することが

確認された。また、Niインサート材無しの場合に比較し

て、Niインサート材有りの場合には、SUS316L鋼とEHP

鋼の相対肉厚以上に衝撃値が改善できる可能性を示唆す

る結果が得られた。これは、延性材料である EHP 鋼を

クラッド化することにより、き裂発生及びその進展が抑

制されたためと考えられる。さらに、各単材の機械特性

データを基にしたクラッド材のシャルピー衝撃試験の

FEM解析により、試験結果との整合性を確認した。 
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Fig.1 EHP鋼クラッド材の衝撃試験結果 
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